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京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志』
第
十
六
翻
刻
・
校
注
｢
月
令｣
(
三)
深
澤
瞳
は
じ
め
に
『
天
地
瑞
祥
志』
は
、
唐
の
薩
守
真
(
異
説
あ
り)
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
天
文
類
書
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
書
物
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
一
年
秋
よ
り
、
数
名
の
有
志
に
よ
り
天
地
瑞
祥
志
研
究
会
(
代
表
・
水
口
幹
記
氏)
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
輪
読
会
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
研
究
会
で
の
成
果
は
、
水
口
幹
記
氏
・
田
中
良
明
氏
に
よ
っ
て
第
一
の
翻
刻
・
校
注
が
『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌』
九
三
号
(
二
〇
一
五
年)
及
び
九
四
号
(
二
〇
一
六
年)
に
、
佐
野
誠
子
氏
・
佐
々
木
聡
氏
に
よ
っ
て
第
十
四
の
翻
刻
・
校
注
が
『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集』
第
二
九
輯
(
二
〇
一
五
年)
等
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
に
続
く
研
究
会
の
成
果
報
告
で
あ
る
。
な
お
、『
天
地
瑞
祥
志』
に
関
し
て
は
、
前
掲
『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌』
九
三
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
水
口
幹
記
氏
に
よ
る
｢
序｣
を
参
照
さ
れ
た
い
。
さ
て
、『
天
地
瑞
祥
志』
第
十
六
に
は
、｢
月
令｣
｢
五
行｣
｢
木｣
｢
火｣
｢
土｣
｢
金｣
｢
水｣
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
｢
水｣
に
は
｢
醴
泉｣
｢
井｣
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
、｢
月
令｣
の
翻
刻
・
校
注
を
収
録
す
る
。
な
お
、
分
量
的
な
事
情
に
よ
り
、
全
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志』
第
十
六
翻
刻
・
校
注
一
九
大
妻
国
文
第
50
号
二
〇
一
九
年
三
月
体
を
適
宜
分
割
し
、(
一)
に
は
｢
一
月
・
二
月
・
三
月｣
を
(『
武
蔵
野
大
学
日
本
文
学
研
究
所
紀
要』
第
六
号
、
二
〇
一
八
年
二
月)
、(
二)
に
は
｢
四
月
・
五
月
・
六
月｣
を
掲
載
し
(『
武
蔵
野
大
学
日
本
文
学
研
究
所
紀
要』
第
七
号
、
二
〇
一
九
年
二
月
刊
行
予
定)
、
本
稿
は
(
三)
と
し
て
、｢
七
月
・
八
月
・
九
月｣
を
掲
載
す
る
。
こ
の
第
十
六
｢
月
令｣
の
翻
刻
と
校
注
は
深
澤
瞳
が
担
当
し
た
が
、
こ
の
成
果
は
決
し
て
一
人
だ
け
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
研
究
会
の
参
加
者
に
よ
る
意
見
の
集
約
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
『
天
地
瑞
祥
志』
翻
刻
・
校
注
凡
例
原
文
一
、
底
本
に
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志』
を
用
い
る
。
一
、
底
本
は
文
章
の
改
行
に
無
秩
序
な
箇
所
が
あ
る
が
、
読
者
の
便
を
図
り
、
引
用
書
や
文
脈
に
よ
り
適
宜
段
落
を
設
け
、
各
々
に01
、02
、
…
…
と
番
号
を
付
し
て
①
に
記
し
た
。
一
、
底
本
は
鈔
本
で
あ
り
、
行
草
体
や
筆
写
特
有
の
字
体
を
含
む
が
、
適
宜
楷
書
化
し
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
一
、
底
本
の
双
行
注
(
割
り
注)
は
山
括
弧
〈
〉
に
入
れ
て
示
し
、
欠
字
は
□
で
示
し
て
い
る
。
一
、
底
本
に
書
き
入
れ
が
有
る
際
、
ま
た
は
、
底
本
の
字
作
り
が
前
田
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志』
(
以
下
｢
尊
経
閣
本｣
と
略
す)
と
異
な
る
際
に
は
、
①
の
本
文
の
右
旁
に
[
一]
[
二]
…
…
と
付
し
、
文
末
に
書
き
入
れ
や
校
異
を
記
し
た
。
但
し
、
僅
か
で
も
字
体
が
異
な
る
文
字
を
す
べ
て
挙
げ
る
こ
と
は
繁
雑
の
難
が
あ
る
た
め
、
鈔
本
に
頻
見
す
る
異
体
字
の
類
で
、
一
見
し
て
同
義
の
文
字
で
あ
る
と
判
断
可
能
な
文
字
は
、
こ
れ
を
略
し
て
載
せ
て
い
な
い
。(
尊
経
閣
本
と
の
校
合
は
、
尊
経
閣
に
お
い
て
当
該
書
を
実
見
し
、
紙
焼
き
を
購
入
し
て
い
る
『
天
地
瑞
祥
志』
研
究
会
代
表
の
水
口
幹
記
が
行
っ
た
。)
二
〇
校
訂
一
、
①
に
示
し
た
原
文
を
適
宜
正
字
に
改
め
、
句
読
点
な
ど
の
記
号
を
付
し
た
も
の
を
②
に
記
し
た
。
略
字
・
異
体
字
に
つ
い
て
は
、｢
日｣
と
｢
曰｣
、｢
弖｣
と
｢ ｣
、｢
文｣
と
｢
父｣
、｢
大｣
と
｢
太｣
な
ど
の
鈔
本
に
多
く
見
ら
れ
る
字
形
が
混
同
さ
れ
る
文
字
や
、
そ
の
字
形
が
甚
だ
し
く
相
異
す
る
場
合
以
外
は
、
特
に
断
り
な
く
改
め
て
い
る
。
一
、
①
に
示
し
た
原
文
に
衍
字
が
有
る
と
認
め
た
場
合
は
、
②
に
衍
字
を
丸
括
弧
(
)
に
入
れ
て
示
し
、
脱
字
・
誤
字
が
有
る
と
認
め
た
場
合
は
、
適
宜
文
字
を
挿
入
・
改
正
し
た
。
一
、
右
の
誤
字
・
衍
字
・
脱
字
を
②
に
示
す
際
、
①
に
記
し
た
原
文
の
書
き
入
れ
、
も
し
く
は
尊
経
閣
本
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
白
丸
○
を
、
他
の
関
連
資
料
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
四
角
□
を
付
し
た
。
書
き
入
れ
と
他
の
関
連
資
料
の
両
者
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
、
白
丸
○
し
か
付
し
て
い
な
い
。
一
、
右
に
記
し
た
根
拠
以
外
、
前
後
の
文
脈
な
ど
に
依
拠
し
て
誤
字
・
衍
字
・
脱
字
を
判
断
し
た
箇
所
に
は
黒
丸
●
を
付
し
、
特
記
す
べ
き
事
項
が
有
れ
ば
②
の
文
末
に
注
記
し
た
。
訓
読
一
、
②
の
文
章
を
訓
読
し
、
③
に
記
し
た
。
注
釈
一
、
関
連
資
料
は
③
の
右
傍
に
(
一)
(
二)
…
…
と
付
し
、
④
に
提
示
し
た
。
一
、
④
に
は
、
関
連
資
料
の
書
名
、
篇
名
と
本
文
を
記
し
、『
天
地
瑞
祥
志』
本
文
と
対
応
す
る
箇
所
に
傍
線
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
引
用
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志』
第
十
六
翻
刻
・
校
注
二
一
箇
所
に
注
釈
が
付
い
て
い
る
場
合
、
本
文
中
に
(
１)
(
２)
の
番
号
を
付
し
て
、
本
文
の
後
に
併
記
し
た
。
な
お
、
引
用
文
が
長
大
に
渉
る
際
に
は
、
本
文
・
注
釈
と
と
も
に
『
天
地
瑞
祥
志』
本
文
と
関
連
し
な
い
箇
所
を
省
略
し
た
。
一
、
②
で
四
角
□
を
付
し
て
誤
字
・
衍
字
・
脱
字
を
示
し
た
際
に
根
拠
と
な
っ
た
文
字
に
つ
い
て
は
、
④
の
当
該
文
字
を
□
で
囲
み
示
し
た
。
一
、『
天
地
瑞
祥
志』
本
文
中
の
｢
守
曰｣
の
｢
守｣
が
『
天
地
瑞
祥
志』
撰
者
の
｢
薩
守
真｣
で
あ
る
こ
と
は
逐
一
注
記
し
な
い
。
※
な
お
、
底
本
の
文
字
の
判
定
や
正
字
の
確
定
な
ど
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
の
可
能
な
限
り
努
め
た
が
、
最
終
的
な
判
断
は
担
当
者
に
一
任
し
た
。
ま
た
、『
天
地
瑞
祥
志』
本
文
の
体
裁
が
各
巻
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
各
巻
の
注
釈
の
体
裁
も
、
各
担
当
者
に
一
任
し
て
い
る
。
翻
刻
・
校
注
◎
月
令
…
｢
月
令｣
で
は
、
一
年
一
二
カ
月
に
お
け
る
政
令
を
、
自
然
界
の
推
移
に
対
応
さ
せ
て
述
べ
て
い
る
。
本
文
は
｢
礼
記
月
令
云｣
と
始
ま
る
よ
う
に
、『
礼
記』
｢
月
令｣
の
本
文
を
再
構
成
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
礼
記』
｢
月
令｣
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う
な
天
文
・
暦
に
関
す
る
記
述
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
割
注
は
、『
礼
記』
の
鄭
氏
注
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、『
礼
記』
の
本
文
引
用
・
訓
読
に
あ
た
っ
て
は
、
竹
内
照
夫
『
礼
記』
(
新
釈
漢
文
大
系
、
明
治
書
院)
、
市
原
亨
吉
・
鈴
木
隆
一
・
今
井
清
『
礼
記』
(
全
釈
漢
文
大
系
、
集
英
社)
な
ど
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
に
お
断
り
し
て
お
く
。
そ
の
他
の
資
料
は
適
宜
表
示
し
た
。
く
り
返
し
に
な
る
が
、
本
稿
で
は
、『
天
地
瑞
祥
志』
巻
十
六
｢
月
令｣
中
の
、｢
七
月
・
八
月
・
九
月｣
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
①
②
③
中
の
｢〈
〉｣
は
、
割
注
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
前
稿
(
二)
か
ら
の
続
き
な
の
で
、
通
し
番
号
は
｢08｣
か
ら
始
ま
る
。
二
二
08
①
七
月
天
子
乃
命
將
師
選
士 
兵
簡
練
桀
後
專
任
功
以
征
不
義
也
脩
法
制
繕
囹
圄
具
桎
梏
審
断
决
獄
訟
必
端
平
戮
有
罪
嚴
断
刑
也
農
穀
乃
登
先
薦
寢 〈
黍
稷
之
属
於
是
始
熟〉
命
百
官
知
収
苹
〈
順
秋
氣
収
苹
物〉
脩
宮
室
坏
墻
垣
補
郭
〈
象
神
氣
也
斂
物
當
蔵〉
毋
以
封
諸
侯
立
太
官
毋
以
割
地
行
大
使
出
大
幣
也
完
堤
坊
謹
壅
寒
以
備
水
潦
孟
秋
行
冬
令
則
陰
氣
大
勝
〈
亥
之
氣
乗
者
也〉
介
虫
敗
穀
〈
介
甲
也
甲
虫
属
冬
敗
穀
者
稲
蟹
之
属
也〉
戎
兵
乃
来
〈
十
月
宿
直
營
々
室
々
之
氣
為
為
害
也
營
室
主
武
士
也〉
行
春
令
則
其
國
乃
旱
〈
寅
之
氣
乗
也
雲
雨
以
風
除
也〉
陽
氣
復
還
五
眦
無
實
〈
陽
氣
能
生
不
能
成
也〉
行
夏
令
則
國
多
火 〈
巳
之
氣
乗
者
也〉
寒
熱
不
節
民
多
病
亡
疾
〈
寒
熱
所
為
令
月
令
廟
亡
疾
為
疾
疫
也〉
08
②
七
月
、
天
子
乃
命
將
師
、
選
士 
兵
。
簡
練
桀
俊□
、
專
任
功
、
以
征
不
義
也
。
脩
法
制
、
繕
囹
圄
、
具
桎
梏
。
審
断
决
獄
訟
、
必
端
平
。
戮
有
罪
、
嚴
断
刑
也
。
農
穀
乃
登
、
先
薦
寢 
。〈
黍
稷
之
属
、
於
是
始
熟
。〉
。
命
百
官
始□
収
斂□
。〈
順
秋
氣
収
斂□
物
。〉
。
脩
宮
室
、
坏
墻
垣
、
補
郭
。〈
象
秋□
氣
也
。
斂□
物
、
當
蔵
。〉
。
毋
以
封
諸
侯
、
立
太
官
。
毋
以
割
地
、
行
大
使
、
出
大
幣
(
也□)
。
完
堤
坊
、
謹
壅
塞□
、
以
備
水
潦
。
孟
秋
行
冬
令
、
則
陰
氣
大
勝
〈
亥
之
氣
乘
者
也
。〉
、
介
虫
敗
穀
〈
介
甲
也
。
甲
虫
属
冬
。
敗
穀
者
、
稲
蟹
之
属
也
。〉
、
戎
兵
乃
来
。〈
十
月
宿
直
營
々
室
々
之
氣
、
爲
爲
害
也
。
營
室
主
武
事□
也
。〉
。
行
春
令
、
則
其
國
乃
旱
。〈
寅
之
氣
乘
也
。
雲
雨
、
以
風
除
也
。〉
。
陽
氣
復
還
、
五
眦
無
實
。〈
陽
氣
能
生
。
不
能
成
也
。〉
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志』
第
十
六
翻
刻
・
校
注
二
三
行
夏
令
、
則
國
多
火 
。〈
巳
之
氣
乘
者
也
。〉
。
寒
熱
不
節
、
民
多
病
亡
疾
。〈
寒
熱
所
爲
。
今□
月
令
病
亡
疾
爲
疾
疫
也
。〉
。
08
③
七
月
、(
一)
天
子
乃
ち
將
師
に
命
じ
て
、
士
を
選
び
兵
を と
が
し
む
。
桀
俊
を
簡
練
し
、
專
ら
功
に
任
じ
、
以
て
不
義
を
征
す
る
な
り
。(
二)
法
制
を
脩
め
、
囹
圄
を
繕
め
、
桎
梏
を
具
ふ
。(
三)
審
か
に
獄
訟
を
断
决
し
て
、
必
ず
端
平
に
す
。
有
罪
を
戮
し
、
断
刑
を
嚴
に
す
る
な
り
。
(
四)
農
穀
乃
ち
登
め
、
先
づ
寢 
に
薦
む
。〈
黍しょ
稷
し
ょ
く
の
属
、
是
に
始
め
て
熟
す
。〉
。
百
官
に
命
じ
て
初
め
て
收
斂
せ
し
む
。〈
秋
氣
に
順
ひ
て
、
物
を
収
斂
す
。〉
。
宮
室
を
脩
め
、
墻
し
ょ
う
垣えん
を
坏ふさ
ぎ
、
郭
を
補
ふ
。〈
秋
氣
に
象
る
な
り
。
斂
す
る
物
、
當
に
蔵
た
く
は
ふ
べ
し
。〉
。
以
て
諸
侯
を
封
じ
、
太
官
を
立
つ
る
こ
と
毋
れ
。
以
て
地
を
割
き
、
大
使
を
行や
り
、
大
幣
を
出
す
こ
と
毋
れ
。
堤
坊
を
完
ま
っ
た
く
し
、
壅
塞
を
謹
み
、
以
て
水
潦
に
備
ふ
。
(
五)
孟
秋
に
冬
令
行
は
ば
、
則
ち
陰
氣
大
い
に
勝
り
〈
亥
の
氣
乘
ぐ
も
の
な
り
。〉
、
介
虫
穀
を
敗
り
〈
介
は
甲
な
り
。
甲
虫
冬
に
属
す
。
穀
を
敗
る
る
は
、
稲
蟹
の
属
な
り
。〉
、
戎
兵
乃
ち
来
た
る
。〈
十
月
宿
は
營
室
に
直
る
。
營
室
の
氣
、
害
を
爲
す
爲
な
り
。
營
室
は
武
事
を
主
る
な
り
。〉
。
(
六)
春
令
を
行
は
ば
、
則
ち
其
の
國
乃
ち
旱
す
。〈
寅
の
氣
乘
ぐ
も
の
な
り
。
雲
雨
、
風
を
以
て
除
か
る
る
な
り
。〉
。
陽
氣
復
た
還
り
、
五
眦
實
る
こ
と
無
し
。〈
陽
氣
能
く
生
ず
。
成
す
能
は
ざ
る
な
り
。〉
。
(
七)
夏
令
を
行
は
ば
、
則
ち
國
火 
多
し
。〈
巳
の
氣
乘
ぐ
も
の
な
り
。〉
。
寒
熱
節
あ
ら
ず
、
民
多
く
病
し
亡
疾
す
。〈
寒
熱
の
爲
す
所
な
り
。
今
の
月
令
は
｢
病
亡
疾｣
を
｢
疾
疫｣
に
爲
す
な
り
。〉
。
二
四
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④
◎
『
礼
記』
月
令
(
一)
天
子
乃
命
將
師
、
選
士 
兵
。
簡
練
桀
俊
、
專
任
有
功
、
以
征
不
義
。[
１]
(
二)
是
月
也
、
命
有
司
、
脩
法
制
、
繕
囹
圄
、
具
桎
梏
、
(
三)
審
断
决
獄
訟
、
必
端
平
。[
２]
戮
有
罪
、
嚴
断
刑
。
(
四)
是
月
也
、
農
乃
登
穀
。
天
子
嘗
新
、
先
薦
寢
廟
。[
３]
命
百
官
始
収
斂
、[
４]
完 
坊
、
謹
壅
塞
、
以
備
水
潦
。[
５]
脩
宮
室
、
坏
墻
垣
補
城
郭
。[
６]
是
月
也
、
毋
以
封
諸
侯
立
大
官
。
毋
以
割
地
、
行
大
使
、
出
大
幣
。[
７]
(
五)
孟
秋
行
冬
令
、
則
陰
氣
大
勝
、[
８]
介
蟲
敗
穀
。[
９]
戎
兵
乃
来
。[
10]
(
六)
行
春
令
則
其
國
乃
旱
[
11]
陽
氣
復
還
五
穀
無
實
[
12]
(
七)
行
夏
令
、
則
國
多
火 
、[
13]
寒
熱
不
節
、
民
多
瘧
疾
。[
14]
◎
鄭
氏
注
[
１]
征
之
言
正
也
。
伐
也
。
[
２]
端
猶
正
也
。
[
３]
黍
稷
之
属
、
於
是
始
熟
。
[
４]
〈
順
秋
氣
収
斂
物
。〉
[
５]
備
者
、
備
八
月
也
。
八
月
宿
直
畢
。
畢
好
雨
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志』
第
十
六
翻
刻
・
校
注
二
五
[
６]
象
秋
収
斂
、
物
當
蔵
也
。
[
７]
古
者
於
嘗
出
田
邑
。
此
其
月
也
。
而
禁
封
諸
侯
割
地
、
失
其
義
。
[
８]
亥
之
氣
乘
之
也
。
[
９]
介
甲
也
。
甲
蟲
属
冬
。
敗
穀
者
稲
蟹
之
属
。
[
10]
十
月
宿
直
營
室
。
營
室
之
氣
爲
害
也
。
營
室
主
武
事
。
[
11]
寅
之
氣
乘
也
雲
雨
以
風
除
也
[
12]
陽
氣
能
生
而
不
能
成
[
13]
巳
之
氣
乘
之
也
。
[
14]
瘧
疾
寒
熱
所
爲
也
。
今
月
令
瘧
疾
爲
疾
疫
。
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①
八
月
是
月
養
衰
老
授
几
杖
行
竄
粥
飲
食
〈
助
老
氣
也
行
猶
賜
也
糜 々
粥
亭
之
也〉
飾
衣
裳
文 
有
恒
、
制
冠
帶
有
常
也
命
有
司
申
嚴
百
刑
斬
殺
必
當
毋
或
柱
々
橈
々
不
當
反
受
其
殃
〈
申
重
之
也〉
麻
薦
寢 〈
麻
始
熟
也〉
可
築
城
郭
建
都
邑
〈
守
拠
左
傳
云 土
公
廿
九
年
冬
十
二
月
城
諸
及
防
書
時
也
今
十
月
之
也〉
、
穿
竇
窖
脩 
倉
〈
穿
竇
窖
者
入
地 耆
曰
竇
方
曰
窖
也〉
趣
民
收 
務
蓄
菜
多
積
聚
乃
勸
種
麦
無
或
失
時
、
日
夜
分
同
度
量
平
權
衡
正
鈞
石 
斗 
仲
秋
行
春
令
則
秋
雨
不
降
〈
卯
之
氣
乘
也
卯
宿
直
房
心
々
爲
火
也〉
草
木
生
榮
〈
應
陽
勒
也〉
國
乃
有
恐
〈
以
火
訛
相
驚
也〉
行
夏
令
則
其
乃
早
[
一]
找
虫
不
藏
五
穀
復
生
〈
午
之
氣
乘〉
行
冬
令
則
風 
數
起
〈
子
之
氣
乘
也
北
風
殺
物〉
収
雷
先
行
〈
先
猶
早
也
冬
閇
蔵
也〉
草
木
早
死
〈
寒
氣
盛
也〉
二
六
【
校
異】
[
一]
〈
人
文
研
本〉
則
其
乃
早
‥
〈
尊
経
閣
本〉
則
其
乃
旱
09
②
八
月
是
月
、
養
衰□
老
、
授
几
杖
、
行
糜
粥
飲
食
。〈
助
老
氣
也
。
行
猶
賜
也
。
糜 々
粥
亭
之
也
。〉
。
飾
衣
裳
、
文 
有
恒
、
制
冠
帶
有
常
也
。
命
有
司
、
申
嚴
百
刑
、
斬
殺
必
當
、
毋
或
枉
々
橈
々
不
當
、
反
受
其
殃
。〈
申
重
之
也
。〉
。
麻
薦
寢 
。〈
麻
始
熟
也
。〉
。
可
築
城
郭
、
建
都
邑
。〈
守
拠
左
傳
云
、
荘
公
廿
九
年
冬
十
二
月
、
城
諸
及
防
。
書
時
也
。
今
十
月
之
也
。〉
。
穿
竇
窖
、
脩 
倉
。〈
穿
竇
窖
者
入
地
、
隋□
曰
竇
、
方
曰
窖
也
。〉
。
趣
民
收
斂
、
務
蓄
菜
、
多
積
聚
。
乃
勸
種
麦
、
無
或
失
時
。
日
夜
分
、
同
度
量
、
平
權
衡
、
正
鈞
石
、 
斗
甬□
。
仲
秋
行
春
令
、
則
秋
雨
不
降
。〈
卯
之
氣
乘
也
。
卯
宿
直
房
心
。
々
爲
大□
火
也
。〉
。
草
木
生
榮
〈
應
陽
動□
也
。〉
、
國
乃
有
恐
。〈
以
火
訛
相
驚
也
。〉
。
行
夏
令
、
則
其
國□
乃
旱□
、
蟄□
虫
不
藏
、
五
穀
復
生
。〈
午
之
氣
乘
。〉
。
行
冬
令
、
則
風
災
数
起
〈
子
之
氣
乘
也
。
北
風
殺
物
。〉
、
収
雷
先
行
〈
先
猶
早
也
。
冬
閇
蔵
也
。〉
、
草
木
早
死
。〈
寒
氣
盛
也
。〉
。
09
③
(
一)
八
月
、
衰
老
を
養
ひ
、
几
杖
を
授
け
、
糜
粥
飲
食
を
行たま
ふ
。〈
老
氣
を
助
く
る
な
り
。
行
は
猶
ほ
賜
の
ご
と
き
な
り
。
糜
は 々
の
粥
の
亭
な
り
。〉
。
衣
裳
を
飾
り
、
文 
恒
有
り
、
冠
帶
制
す
る
こ
と
常
に
有
る
な
り
。
有
司
に
命
じ
て
、
申かさ
ね
て
百
刑
を
嚴
に
し
、
斬
殺
必
ず
當
た
り
、
枉
橈
或
る
こ
と
毋
か
ら
し
む
。
枉
橈
し
て
當
た
ら
ざ
れ
ば
、
反
っ
て
其
の
殃
を
受
く
。〈
申
は
重
な
り
。〉
、(
二)
麻
を
寝
廟
に
薦
む
。
〈
麻
始
め
て
熟
す
る
な
り
。〉
。(
三)
城
郭
を
築
き
、
都
邑
を
建
つ
べ
し
。〈
(
四)
守
左
傳
に
拠
り
て
云
く
、
荘
公
二
九
年
冬
十
二
月
、
諸
及
び
防
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志』
第
十
六
翻
刻
・
校
注
二
七
に
城きず
く
。
時
を
書
す
る
な
り
。
今
十
月
な
り
。〉
。
竇
窖
を
穿
ち
、 
倉
に
脩
む
。〈
竇
窖
を
穿
つ
と
は
地
に
入
り
て
、
隋
な
る
を
竇
と
曰
ひ
、
方
な
る
を
窖
と
曰
ふ
な
り
。〉
。
民
を
趣
う
な
が
し
て
收
斂
せ
し
め
、
菜
を
蓄
は
ふ
る
こ
と
を
務
め
、
積
聚
を
多
く
す
。
乃
ち
麦
を
種
う
る
を
勸
め
、
時
を
失
う
こ
と
或
る
こ
と
無
か
ら
し
む
。(
五)
日
夜
分ひと
し
け
れ
ば
、
度
量
を
同
じ
く
し
、
権
衡
を
平
ら
か
に
し
、
鈞
石
を
正
し
く
し
、
斗
糢
を
角はか
る
。
(
六)
仲
秋
に
春
令
を
行
へ
ば
、
則
ち
秋
雨
降
ら
ず
。〈
卯
の
気
乘
ぐ
も
の
な
り
。
卯
の
宿
は
房
心
に
直
る
。
心
を
大
火
と
爲
す
な
り
。〉
。
草
木
生
榮
し
〈
陽
の
動
く
に
應
ず
る
な
り
。〉
、
国
乃
ち
恐
れ
有
り
。〈
火
の
訛
を
以
て
相
ひ
驚
く
な
り
。〉
。
(
七)
夏
令
を
行
へ
ば
、
則
ち
其
の
國
乃
ち
旱
し
、
蟄
虫
藏
れ
ず
、
五
穀
復
た
生
ず
。〈
午
の
氣
乘
ぐ
も
の
な
り
。〉
。
(
八)
冬
令
を
行
へ
ば
、
則
ち
風
災
数
起
り
〈
子
の
氣
乘
ぐ
も
の
な
り
。
北
風
物
を
殺
す
。〉
、
收
雷
先
さ
き
だ
ち
て
行
き
〈
先
は
猶
ほ
早
の
ご
と
き
な
り
。
冬
閇
蔵
な
り
。〉
、
草
木
早
く
死
す
。〈
寒
氣
盛
ん
な
り
。〉
。
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④
◎
『
礼
記』
月
令
(
一)
是
月
也
、
養
衰
老
、
授
几
杖
、
行
糜
粥
飲
食
[
１]
、
乃
命
司
服
、
具
飭
衣
裳
、
文 
有
恒
、
制
有
小
大
、
度
有
長
短
。
衣
服
有
量
、
必
循
其
故
。
冠
帶
有
常
。
乃
命
有
司
申
嚴
百
刑
、
斬
殺
必
當
。
毋
或
枉
撓
不
當
、
反
受
其
殃
[
２]
(
二)
以
犬
嘗
麻
、
先
薦
寢
廟
[
３]
(
三)
是
月
也
、
可
以
築
城
郭
、
建
都
邑
、
穿
竇
窖
、
修 
倉
、
乃
命
有
司
、
趣
民
收
斂
、
務
畜
菜
、
多
積
聚
、
乃
勸
種
麥
、
毋
或
失
時
[
４]
、
其
有
失
時
、
行
罪
無
疑
(
四)
『
春
秋
左
傳
正
義』
巻
十
荘
公
二
九
年
二
八
冬
、
十
二
月
、｢
城
諸
及
防｣
、
書
、
時
也
。
◎
『
礼
記』
月
令
(
五)
日
夜
分
、
則
同
度
量
、
平
權
衡
、
正
鈞
石
、
角
斗
甬
。
(
六)
仲
秋
行
春
令
、
則
秋
雨
不
降
[
５]
、
草
木
生
榮
[
６]
、
國
乃
有
恐
[
７]
。
(
七)
行
夏
令
、
則
其
國
乃
旱
、
蟄
蟲
不
藏
、
五
穀
復
生
[
８]
(
八)
行
冬
令
、
則
風
災
數
起
[
９]
、
收
雷
先
行
[
10]
。
草
木
蚤
死
[
11]
。
◎
鄭
氏
注
[
１]
助
老
氣
也
、
行
猶
賜
也
。
※
｢
糜 々
粥
亭
之
也｣
は
ナ
シ
。
[
２]
申
重
之
也
、
當
調
値
其
罪
。
[
３]
麻
始
熟
也
。
[
４]
爲
民
将
入
物
當
蔵
也
、
穿
竇
窖
者
入
地
、
隋
曰
竇
、
方
曰
窖
也
、
…
[
５]
卯
之
氣
乘
之
也
。
卯
宿
直
房
心
、
心
爲
大
火
。
[
６]
應
陽
動
也
。
[
７]
以
火
訛
相
驚
。
[
８]
午
之
氣
乘
之
也
。
[
９]
子
之
氣
乘
之
也
。
[
10]
先
猶
蚤
也
。
冬
主
閉
蔵
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志』
第
十
六
翻
刻
・
校
注
二
九
[
11]
寒
氣
盛
也
。
10
①
九
月
天
子
乃
教
於
田
獵
以
習
五
戎
班
馬
攻
〈
田
獵
之
礼
教
民
以
戦
法
也
五
戎
弓
矢
之
類
也
馬
攻
其
乗
法〉
北
面
以
誓
之
〈
誓
衆
似
軍
法
也〉
以
所
獲
禽
祀
四
方
之
神
也
稻
先
薦
寢 〈
稲
始
熟
也〉
季
秋
行
夏
令
則
其
國
大
水
冬
藏
殃
敗
民
多  〈
未
之
氣
也
六
月
宿
直
東
井
氣
多
暑
雨
者
之
也〉
行
冬
令
則
國
多
盜
賊
邊
境
不
寧
土
地
分
裂
〈
丑
之
氣
乗
也
極
陰
為
外
邊
境
之
象
大
寒
之
時
地
降
折
也〉
行
春
令
則
煖
風
来
至
氣
解 
〈
辰
之
氣
乗
也
巽
為
風
也〉 市
興
不
居
〈
辰
宿
直
角
々
主
兵
不
居
象
風
行
不
休
止
之
也〉
10
②
九
月
、
天
子
乃
教
於
田
獵
、
以
習
五
戎
、
班
馬
政□
。〈
田
獵
之
礼
、
教
民
以
戦
法
也
。
五
戎
弓
矢
之
類
也
。
馬
政□
其
乘
法
。〉
。
北
面
以
誓
之
。
〈
誓
衆
以□
軍
法
也〉
。
以
所
獲
禽
祀
四
方
之
神
也
。
稻
、
先
薦
寢 
。〈
稲
始
熟
也
。〉
。
季
秋
行
夏
令
、
則
其
國
大
水
。
冬
藏
殃
敗
、
民
多 □
嚏□
。〈
未
之
氣
乘□
也
。
六
月
宿
直
東
井
。
氣
多
暑
雨
者
、
之
也
。〉
。
行
冬
令
、
則
國
多
盜
賊
、
邊
境
不
寧
、
土
地
分
裂
。〈
丑
之
氣
乘
也
。
極 
爲
外
。
邊
境
之
象
。
大
寒
之
時
、
地
隆□ □
也
。〉
。
行
春
令
、
則
煖
風
来
至
、
氣
解
惰□
〈
辰
之
氣
乘
也
。
巽
爲
風
也
。〉
、
師□
興
不
居
。〈
辰
宿
直
角
。
角
主
兵
。
不
居
象
風
行
不
休
止
、
之
也
。〉
。
三
〇
10
③
(
一)
九
月
、
天
子
乃
ち
田
獵
を
教
へ
、
以
て
五
戎
を
習
は
し
、
馬
政
を
班わか
つ
。〈
田
獵
の
礼
、
民
に
教
ふ
る
に
戦
法
を
以
て
す
る
な
り
。
五
戎
は
弓
矢
の
類
な
り
。
馬
政
は
其
の
乘
法
な
り
。〉
。(
二)
北
面
し
て
以
て
之
に
誓
ふ
。〈
衆
に
誓
ふ
る
に
軍
法
を
以
て
す
る
な
り
。〉
。(
三)
獲
る
所
の
禽
を
以
て
四
方
の
神
を
祀
る
な
り
。(
四)
稻
を
嘗
め
、
先
ず
寢 
に
薦
む
。〈
稲
始
め
て
熟
す
る
な
り
。〉
。
(
五)
季
秋
に
夏
令
を
行
へ
ば
、
則
ち
其
の
國
大
水
あ
り
。
冬
藏
殃
敗
し
、
民
多
く 
嚏
す
。〈
未
の
氣
乘
ぐ
も
の
な
り
。
六
月
宿
は
東
井
に
直
る
。
氣
は
暑
雨
多
き
者
、
之
な
り
。〉
。
(
六)
冬
令
を
行
へ
ば
、
則
ち
國
に
盜
賊
多
く
、
邊
境
寧
か
ら
ず
、
土
地
分
裂
す
。〈
丑
の
氣
乘
ぐ
も
の
な
り
。
極 
を
外
と
爲
す
。
邊
境
の
象
な
り
。
大
寒
の
時
、
地
隆 
す
る
な
り
。〉
。
(
七)
春
令
を
行
へ
ば
、
則
ち
煖
風
来
り
至
り
、
氣
解
惰
し
〈
辰
の
氣
乘
ぐ
も
の
な
り
。
巽
を
風
と
爲
す
な
り
。〉
、
師
興
り
て
居
ま
ず
。〈
辰
の
宿
は
角
に
直
る
。
角
は
兵
を
主
る
。
居
ま
ず
と
は
風
行
き
て
休
止
せ
ざ
る
を
象
る
、
之
な
り
。〉
。
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④
◎
『
礼
記』
月
令
(
一)
是
月
也
、
天
子
乃
教
於
田
獵
、
以
習
五
戒
、
班
馬
政
。[
１]
(
二)
司
徒 晉 卜
、
北
面
誓
之
。[
２]
(
三)
『
礼
記』
月
令
鄭
氏
注
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志』
第
十
六
翻
刻
・
校
注
三
一
命
主
祠
祭
禽
于
四
方
。[
以
所
獲
禽
祀
四
方
之
神
也]
(
四)
是
月
也
、
天
子
乃
以
犬
嘗
稲
、
先
薦
寝
廟
。[
３]
(
五)
季
秋
行
夏
令
、
則
其
國
大
水
、
冬
藏
殃
敗
、
民
多 
嚏
。[
４]
(
六)
行
冬
令
、
則
國
多
盜
賊
、
邊
竟
不
寧
、
土
地
分
裂
。[
５]
(
七)
行
春
令
、
則
煖
風
来
至
、
民
氣
解
惰
。[
６]
師
興
不
居
。[
７]
◎
鄭
氏
注
[
１]
教
於
田
獵
、
因
田
獵
之
禮
教
民
以
戦
法
也
。
五
戒
、
謂
五
兵
‥
弓
矢
、
殳
、
矛
、
戈
、
戟
也
。
馬
政
、
謂
齊
其
色
、
度
其
力
、
使
同
乘
也
。
校
人
職
曰
‥
凡
軍
事
、
物
馬
而
頒
之
。
[
２]
誓
衆
以
軍
法
也
。
[
３]
稲
始
熟
也
。
[
４]
未
之
氣
乘
也
。
六
月
宿
直
東
井
、
氣
多
暑
雨
。
[
５]
丑
之
氣
乘
也
。
極
陰
爲
外
、
邊
境
之
象
也
。
大
寒
之
時
、
地
隆 
也
。
[
６]
辰
之
氣
乘
也
。
巽
爲
風
。
[
７]
辰
宿
直
角
、
角
主
兵
。
不
居
、
象
風
行
不
休
止
也
。
以
上
、｢
九
月｣
ま
で
。
以
降
は
別
稿
に
続
き
ま
す
。
三
二
